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( a ) 街路樹の選定 2 

( b ) 面接試験における AH Pの適用について 1 3 

( c ) 株式投資分析‘ 2 4 

一一一危険回避者と危険愛好者の選択一一－・

( d ) 新アメリカ大統領の選択 4 9 
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且．，

m あとがき

意思決定にはまず問題があり、 そして最終的な選択の対象となるいくーつか

の代替案がある。代替案の中から一つに絞り込むために両者聞に評価基準が

存在する。 A H Pを用いるにはこの構造をしっかり組み立てることが重要で

ある。

本事例では、 ごく身近にある意思決定問題から公共的な問題までさま 5 ま

な例をとりあげ、 A H Pむ応 用範囲の広さを示すと共に、各問題の所在およ

びその問題をめぐる意思決定のむずかしさがパランスよ＜ A H Pに よ って解

決されていくところを示したo

なお、本事例は、

( a ）転馬 i閏 〔建設省） ( d ）大山 敏彦 （横浜市役所）

山下 慶一郎（熊本県庁） 中高 克郎 （福島県庁）

( b ）塚田 貴司 （大蔵省） ( e ）串岡 勝明 （広島県庁）

藤崎 行男 （宮城県庁） 成樺 明史 （佐賀県庁）

( c ）坂本 浩 （熊本県庁） ( f ）岩崎 敏和 （兵庫県庁）

吉井 邦直 （農林水産省） 山根 健 （大阪市役所）

が分析を行ったものである。

なお、編集は尾仲 秀敏（ N TT）と藤崎 行男（宮城県庁）が行った。
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